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内容の要旨および審査の結果の要旨
現代社会における各種ストレッサーの健康への影響に関しては，すでに多くの研究がなされている。ス
トレス反応は，ストレッサーに曝露される生体側の条件に影響されることが知られているが，この観点に
立った研究は少ない。本研究では生体側諸条件のうちとくに加齢，絶食およびアルコール負荷の３条件を
選び，拘束によるストレス反応への影響を脳内セロトニン代謝を中心にラットを用いて検索した。
結果は以下のごとく要約される。
1）脳内トリプトファン濃度は，拘束により生後２カ月ラットにおいて，摂食群では視床下部のみに有意
な増加を認めた。アルコール摂取群では中脳のみに増加があり，絶食群では全部位で増加した。生後１
年ラットでは，摂食群，絶食群，アルコール摂取群の全ての部位で有意な増加を認め，特に絶食群で顕
著であった。
２）脳内セロトニン濃度の拘束による変化は軽微であり，わずかに生後１年ラット絶食群の橋・延髄に
おいてのみ有意な増加を認めた。
３）拘束により脳内５－ハイドロキインドール酢酸濃度は，生後２カ月ラットにおいては摂食群で大脳
皮質と線条体および絶食群の全部位に有意な増加を認めた。生後１年ラット摂食群，絶食群では線条体
と橋・延髄の２部位，アルコール摂食群ではさらに大脳皮質を加えた３部位で有意な増加を認めた。
４）脳内トリプトファン濃度は血清遊離トリプトファン濃度に依存する傾向を認めた。
５）血清遊離脂肪酸濃度が血清遊離トリプトファン濃度増減に影響をおよぼすことが示唆された。
以上，拘束により中脳，視床下部，橋・延髄を中心にセロトニン生合成および代謝の冗進があり，これ
は絶食によりさらに促進された。アルコール摂取により，生後１年ラットでは摂食群と同様セロトニン代
謝の冗進を認めたが，２カ月ラットではこの冗進が認められず，セロトニンニューロン機能の変化に年齢
差のあることが判った。
以上，本研究は，ストレス刺激による脳内セロトニンその他の代謝変化と，それにおよぼす加齢，食餌
およびアルコール摂取の影響についての基礎的知見を提供し，環境と精神衛生分野に寄与する労作と評価
された。
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